
道
志
村
民
憲
章

私
た
ち
の
七
里
は
、
緑
と
清
流
と
歴
史

の
郷
で
す
。
こ
の
地
に
生
き
る
こ
と
に
誇

り
を
も
ち
、
平
和
な
村
を
築
く
た
め
、
こ

こ
に
憲
章
を
定
め
ま
す
。

私
た
ち
は

一
、
自
然
を
愛
し
平
和
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
生
産
に
励
み
豊
か
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
伝
統
を
重
ん
じ
、
教
養
を
高
め
、

文
化
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
人
情
と
い
た
わ
り
の
心
を
養
い
、

福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
明
る
く
健
康
で
、
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
す
。
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平成16年１月１日（２）

道
志
村
長佐

　
藤
　
卓
　
司

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た

平
成
十
六
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
イ
ラ
ク

で
の
テ
ロ
問
題
や
日
本
の
外
交
官
襲
撃

事
件
、
北
朝
鮮
に
よ
る
核
開
発
疑
惑
や

ミ
サ
イ
ル
の
発
射
、
進
展
し
な
い
拉
致

問
題
な
ど
我
が
国
を
巡
る
国
際
情
勢
も

混
迷
を
深
め
不
安
の
多
い
年
で
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
国
内
の
経
済
情
勢
は
、
景
気

低
迷
が
続
き
雇
用
情
勢
も
依
然
厳
し
い

情
勢
が
続
き
、
有
事
関
連
法
案
の
成
立

か
ら
自
衛
隊
の
海
外
派
遣
、
進
展
し
な

い
構
造
改
革
や
予
断
を
許
さ
な
い
各
種

の
制
度
改
革
な
ど
不
安
を
抱
え
て
の
越

年
と
な
り
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
三
位
一
体
の
改
革
に
お

け
る
四
兆
円
規
模
の
補
助
金
削
減
や
地

方
交
付
税
の
削
減
は
小
規
模
な
地
方
自

治
体
ほ
ど
影
響
が
大
き
く
懸
念
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
地
方
分
権
問
題

が
い
つ
の
間
に
か
地
方
自
治
体
の
再
編

成
問
題
へ
と
大
き
く
刷
り
変
わ
っ
た
と

も
言
え
る
市
町
村
合
併
問
題
は
、
全
国

で
地
域
を
巡
る
最
大
の
関
心
を
集
め
る

問
題
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

道
志
村
に
お
い
て
も
市
町
村
合
併
問
題

を
巡
っ
て
目
ま
ぐ
る
し
い
一
年
で
あ
っ

た
と
い
え
ま
す
。

三
月
に
は
住
民
発
議
に
よ
る
都
留
市
、

西
桂
町
、
秋
山
村
、
道
志
村
の
四
市
町

村
の
合
併
協
議
会
設
置
に
つ
い
て
秋
山

村
議
会
が
否
決
、
そ
し
て
都
留
市
長
か

ら
西
桂
町
、
道
志
村
へ
の
任
意
協
議
会

の
設
置
要
請
、
こ
れ
を
受
け
て
四
月
か

ら
始
ま
っ
た
三
市
町
村
で
の
研
究
会
の

開
催
、
六
月
に
は
住
民
発
議
に
よ
る
横

浜
市
へ
の
合
併
協
議
会
設
置
請
求
、
八

月
横
浜
市
会
の
委
員
会
視
察
、
九
月
に

は
市
長
か
ら
市
議
会
へ
付
議
し
な
い
と

の
回
答
、
十
月
に
は
横
浜
市
長
、
議
長

を
訪
問
、
十
一
月
に
は
秋
山
村
で
の
住

民
投
票
結
果
を
受
け
て
の
四
市
町
村
の

合
併
協
議
会
の
発
足
、
そ
し
て
西
桂
町

の
離
脱
表
明
等
々
一
年
間
を
通
じ
て
動

き
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
合
併
特
例
法
の
期
限
切
れ

を
控
え
て
各
自
治
体
と
し
て
の
判
断
も

ぎ
り
ぎ
り
の
最
終
局
面
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

い
づ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
地
域
の
将

来
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
、
何
処
と

合
併
す
る
の
が
い
い
の
か
、
出
来
る
の

か
、
ま
た
出
来
な
け
れ
ば
ど
う
対
応
し

て
い
く
の
か
、
行
政
、
議
会
、
住
民
を

含
め
て
真
剣
に
考
え
、
討
議
し
、
悔
い

を
残
さ
な
い
よ
う
な
地
域
の
将
来
の
方

向
を
選
択
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

村
と
し
て
も
で
き
る
限
り
の
情
報
の

提
供
に
努
め
、
住
民
に
対
す
る
説
明
責

任
を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

今
年
度
の
主
要
事
業
も
、
道
志
中
学

校
屋
根
改
修
工
事
、
役
場
庁
舎
・
中
央

公
民
館
の
改
修
（
事
務
の
Ｉ
Ｔ
化
、
情

報
公
開
、
地
籍
調
査
に
対
す
る
対
応
の

た
め
）
や
、
林
道
掛
水
線
開
設
工
事
、

耐
震
性
貯
水
槽
設
置
工
事
等
々
は
既
に

完
成
、
ま
た
観
光
交
流
の
拠
点
で
あ
る

道
の
駅
ど
う
し
の
増
築
工
事
や
駐
車
場

の
増
設
工
事
も
現
在
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

て
お
り
ま
す
。

十
六
年
度
予
算
は
、
こ
れ
か
ら
編
成

作
業
に
入
り
ま
す
が
、
年
々
進
む
地
方

交
付
税
の
削
減
に
よ
り
、
入
る
を
図
り

て
出
ず
る
を
制
す
が
如
く
歳
出
の
抑
制

年頭の
ごあいさつ

平成16年



道
志
村
議
会
議
長

長
　
田
　
公
　
明

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。
二
〇
〇
四
年
の
始
ま
り
に
あ
た

り
ま
し
て
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

例
年
に
な
い
暖
冬
は
、
地
球
温
暖
化

の
現
れ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
周
囲
の

山
々
、
道
志
川
の
清
流
、
古
く
か
ら
行

わ
れ
る
正
月
の
儀
式
、
家
族
が
集
い
、

近
隣
で
交
わ
す
挨
拶
、
表
面
的
に
は
平

和
そ
の
も
の
の
風
景
で
す
。
こ
の
一
年
、

道
志
村
の
自
然
や
文
化
を
継
承
し
つ
つ
、

住
民
一
人
一
人
が
豊
か
に
生
活
で
き
る

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
願
い
ま

す
。
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
の
た
め
道
志

村
議
会
と
し
て
、
新
た
な
気
持
で
臨
む

所
存
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
昨
年
は
わ
が
国
に
於
い
て
は
総

選
挙
に
よ
り
小
泉
内
閣
の
続
投
、
国
際

情
勢
も
北
朝
鮮
問
題
、
イ
ラ
ク
へ
の
自

衛
隊
派
遣
問
題
等
々
難
し
い
問
題
が
山

積
み
で
し
た
。

と
り
わ
け
地
方
分
権
・
行
政
改
革
か

（３）

ら
始
ま
っ
た
市
町
村
合
併
も
最
終
的
な

段
階
に
来
て
お
り
、
こ
の
道
志
村
に
お

き
ま
し
て
も
、
横
浜
市
へ
の
協
議
会
設

置
申
し
入
れ
は
市
長
が
市
議
会
に
付
議

し
な
い
こ
と
と
し
、
十
一
月
末
設
置
さ

れ
た
都
留
市
、
西
桂
町
、
秋
山
村
と
の

法
定
協
議
会
は
不
透
明
な
と
こ
ろ
も
多

く
、
西
桂
町
は
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
重
要
視
し
、
秋
山
村
は
住
民
投
票

は
さ
れ
た
も
の
の
上
野
原
町
と
の
協
議

会
の
存
続
を
表
明
し
、
残
さ
れ
た
都
留

市
・
道
志
村
の
二
市
村
に
つ
い
て
今
後

の
問
題
に
つ
い
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

村
民
の
皆
様
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
の
道
志
村
の
将
来
を
考
え
て
い

こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

お
そ
ら
く
、
こ
の
二
〇
〇
四
年
は
、

日
本
に
お
い
て
も
道
志
村
に
お
い
て
も
、

大
き
く
将
来
を
方
向
付
け
る
重
要
な
年

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

道
志
村
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
こ
の

重
要
な
時
期
を
ど
の
よ
う
な
方
向
に
進

ん
で
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
十
分
に
情

報
を
収
集
し
、
議
論
し
、
住
民
の
皆
様

の
一
人
一
人
の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
村
行
政
執
行
部
と
共
に
協
議

し
、
み
ん
な
が
納
得
で
き
る
方
向
に
進

ん
で
い
け
る
よ
う
審
議
し
て
い
く
責
任

の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
村
民
の
皆
様
の
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
皆
様
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
心

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
主
な
も

の
は
山
中
湖
村
と
連
携
し
た
中
山
間
地

総
合
整
備
事
業
、
林
業
構
造
改
革
事
業
、

紅
葉
の
名
所
づ
く
り
事
業
、
森
林
間
伐

モ
デ
ル
事
業
、
ま
た
、
横
浜
市
で
の
「
道

志
村
と
の
友
好
を
考
え
る
協
議
会
」
の

事
業
展
開
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
村
で
は
こ
の
自
然
環
境
を
未

来
に
わ
た
り
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の

基
本
理
念
や
村
、
村
民
、
事
業
者
の
責

務
と
基
本
対
策
と
を
網
羅
し
た
（
仮
称
）

「
道
志
村
環
境
基
本
条
例
」
の
制
定
を

は
じ
め
、
期
限
切
れ
を
控
え
た
「
道
志

村
総
合
計
画
」、「
道
志
村
過
疎
自
立
促

進
計
画
」
の
後
期
計
画
な
ど
の
策
定
準

備
、
さ
ら
に
は
「
次
世
代
支
援
育
成
行

動
計
画
」
等
々
の
新
た
な
時
代
に
即
し

た
計
画
の
策
定
を
す
る
重
要
な
年
に
な

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
議
会
を
は

じ
め
村
民
皆
様
と
の
対
話
と
協
調
を
図

り
な
が
ら
、
責
務
を
全
う
し
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
今
後
と
も
村
政
運

営
に
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
と

と
も
に
、
村
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹んで新年のお慶びを申し上げます
村
議
会
議
員

（
議
席
順
）

長

田

公

明

山

口

吉

春

村

田

　

博

山

口

一

昭

佐

藤

正

明

山

口

　

輝

渡

辺

義

昭

池

谷

寿

雄

村

田

充

且

佐

藤

京

行

水

越

三

夫

水

越

栄

治



平成16年１月１日（４）

第27次地方制度調査会
「今後の地方自治制度のあり方に関する答申」について

市町村合併について考える市町村合併について考える

今月号は、11月に総理大臣に提出された第27次地方制度調査会の最終答申を記載

します。

第27次地方制度調査会とは、８月広報に記載したように、首相の諮問に応じて調

査審議する機関です。

この答申は、今後次期国会において審議され、新法で定め合併推進策として促さ

れる可能性があります。

１ 平成17年４月以降の合併推進について

①平成17年４月以降も合併に関する新しい法律を制定し、一定期間さらに合併を推進。
◎合併特例債等、現行の合併特例法のような財政支援措置はとらない。

◎合併に関する障害を除去するための特例は引き続き残す。

（例）合併算定替、地方税の不均一課税、議員の在任特例等

②平成17年３月31日までに市町村が議会の議決を経て都道府県知事に合併の申請を行
い、平成18年３月31日までに合併したものについては、現行の合併特例法の規定を
適用し、財政支援措置等を講じる。

③都道府県が市町村合併に関する構想を策定。合併に関するあっせん、勧告を実施。

◎構想は、現行の合併特例法の下で合併に至らなかったが、基礎自治体の規模・能力の充実を

図るため、なお合併を行うことが期待される市町村を対象。

・生活圏域を踏まえた行政区域の形成を図るための合併

・指定都市、中核市、特例市等を目指す合併

・小規模な市町村に係る合併　等

構想を策定するに当たっての小規模な市町村としては、おおむね人口一万未満を目安。

ただし、人口だけでなく、地理的条件や人口密度、経済事情のほか、現行合併特例法

の下で合併を行った経緯についても考慮。

２ 地域自治組織について

◎市町村内の一定の区域を単位とし、住民自治の強化や行政と住民との協働の推進などを目的

とする組織として、地域自治組織を市町村の判断によって設置できることとすべき。



（５）

地域自治組織のイメージ

法人格を有するタイプ

一　般　制　度

◎必要と考える市町村が任意に設置できる制度（一般制度）として導入。合併市町村に限り、

法人格を有するタイプ (特別地方公共団体) を、旧市町村単位に、合併後の一定期間、設ける

ことができる制度とする。

◎区域、名称、分掌事務の範囲などは、自主性を尊重。

◎公選法による選挙は、導入しない。

・長は、市町村長が選任。

・地域協議会（仮称）の構成員

市町村長が自治会、町内会、ＰＴＡ、各種団体等地域の多様な団体

からの推薦や公募に基づき選任。

合併協議会で選出方法を定める (公選法によらない選挙、公募等を規定）。

◎地域協議会の構成員は、原則として無報酬。

3 都道府県合併・道州制について

現行地方自治法上、都道府県の発意により合併手続に入ることができないことから、現行の　

手続に加えて、市町村合併の場合と同様に、都道府県の自主的合併の手続の整備を検討。

道州制（仮称）の導入については、地方自治制度の大きな変革であり、国民的な意識の動向を

見ながら、次期地方制度調査会において議論する。とされていますので以後省略。

地域協議会 (仮称） 
・地域の意見のとりまとめ 
・協働活動の要 

長 

・市町村の事務を分掌 

意見 

諮問 

選任 

選任 

 

意見 諮問 

市
　
町
　
村
　
長 

協働 

住
民
・
町
内
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
等 

◎地域自治組織の機能 
　(1)住民の意向の反映 
　(2)行政と住民等との協働による地域づくりの場 
　(3)従来の支所・出張所機能 
 

地域自治組織 



成人おめでとうございます 成人おめでとうございます 成人おめでとうございます 

平成16年１月１日（６）

平
成
十
六
年
の
成
人
式
に
つ
い
て
は
、
一
月
十
一
日

（
日
曜
日
）
午
後
一
時
か
ら
中
央
公
民
館

二
階

大
会

議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
新
成
人
と
な
る
皆

さ
ん
全
員
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

新
成
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
計
三
十
三
名
）

昭和58年4月～59年3月生

村
で
は
、
特
産
品
開
発
に
向
け
て
特
産
品

目
の
検
討
会
・
各
種
研
修
会
の
開
催
・
組
織

造
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
・
特
産
品
加
工

施
設
の
建
設
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

農
業
の
活
性
化
・
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
は
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
売
れ

る
も
の
を
開
発
し
、
収
益
性
の
高
い
農
業
を

展
開
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

地
域
の
明
日
を
担
っ
て
い
く
の
は
地
域
住

民
で
す
。
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
村
の
活
性

化
の
た
め
特
産
品
を
開
発
し
よ
う
と
い
う
意

欲
的
な
方
は
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

対
象
者

道
志
村
在
住
の
方
（
男
・
女
、
年
齢
は
問

い
ま
せ
ん
）

応
募
期
限

平
成
十
六
年
一
月
三
十
一
日
ま
で

応
募
方
法

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・E

-m
a
il

に
て

左
記
ま
で
ど
う
ぞ
！

道
志
村
役
場
　
産
業
観
光
課
　
産
業
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
五
四(

五
二)

二
一
一
一

内
線
一
八
番

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
五
四(

五
二)

二
五
七
二

E
-m
a
il

d
o
sh
i@
v
ill.d
o
sh
i.y
a
m
a
n
a
sh
i.jp

☆特産品開発プロジェクトチームのスタッフ募集☆

出羽　迪大 久美男 久　保

山本　智司 義　信 東和出村

松岡　洋史 住　雄 西和出村

佐藤　雄一 清　子 西和出村

佐藤　一光 光 谷　相

佐藤　達徳 重　雄 釜之前

山口　洋介 法　邦 東神地

山口　健太 正　久 中神地

山口　　剛 正　樹 中神地

渡邊　賢治 光　明 上中山

杉本　敦司 正　人 下善之木

佐藤　　潤 忠　行 川　村

水越　康貴 房　江 下白井平

佐藤　　恵 孝　法 久　保

出羽　明菜 和　平 久　保

山本由里子 栄　嘉 大室指

大房由美子 保　夫 小善地

山口　沙織 智　勝 竹之本

佐藤まどか 光　男 西和出村

佐藤　美紀 和　彦 川原畑

佐藤　千夏 勇　人 川原畑

佐藤　陽香 定　三 川原畑

佐藤　友未 まり子 川原畑

山口　麻美 力　三 東神地

山口　知香 幹　夫 東神地

山口　知恵 久　公 中神地

山口　諒子 米　一 中神地

田上ジェスカ幸子 英　彦 上中山

渡辺　美香 新　平 上中山

池谷　純子 銀　重 下善之木

杉本まゆみ 治　郎 下善之木

池谷沙恵子 三　男 下善之木

佐藤沙也加 剛　直 川　村

成人者氏名 保護者 地区名 成人者氏名 保護者 地区名



（７）

十
一
月
十
六
日
の
日
曜
日
、
い
つ
も
は

学
校
に
来
ら
れ
な
い
お
父
さ
ん
方
を
招
き
、

日
曜
授
業
参
観
を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の

お
父
さ
ん
方
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

学
校
に
来
る
機
会
の
少
な
い
お
父
さ
ん
方

で
し
た
の
で
、
教
室
に
入
る
の
が
少
し
照

れ
く
さ
そ
う
で
し
た
。

参
観
の
後
半
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
厚
生
部
の
企

画
に
よ
る
「
チ
エ
ロ
と
一
人
語
り
」
を
行

い
ま
し
た
。
チ
ェ
ロ
の
音
色
を
背
景
に
宮

沢
賢
治
の
世
界
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
し
ん
み
り
と
し
た
余
韻
が
体
育
館

に
広
が
り
、無
言
の
感
動
が
続
き
ま
し
た
。

小
さ
い
時
の
経
験
や
感
動
は
、
必
ず
感

受
性
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
す
。

最
近
「
食
育
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
手
間
を
か
け
ず
に
素
早

く
お
腹
を
満
た
せ
ば
い
い
と
言
う
「
フ
ァ

ー
ス
ト
フ
ー
ド
」
の
考
え
方
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
時
間
を
か
け
な
が
ら
も
、
家
族
の

健
康
を
考
え
て
手
作
り
の
も
の
に
し
た
り
、

食
事
の
際
の
会
話
を
通
じ
て
、
一
家
団
欒

の
場
を
持
つ
こ
と
で
子
ど
も
が
育
て
ら
れ

る
と
言
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
世
界
的
に

見
直
さ
れ
始
め
た
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
」
の

考
え
方
で
す
。

そ
こ
で
、
養
護
教
諭
・
栄
養
士
さ
ん
を

中
心
に
「
親
子
料
理
教
室
」
を
師
走
の
二

十
一
日
（日）
に
行
い
ま
し
た
。
成
長
期
の
児

童
の
栄
養
を
考
え
、
添
加
物
に
も
注
意
し

た
料
理
教
室
で
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
冬

休
み
中
に
は
き
っ
と
、
自
分
達
で
工
夫
し

た
お
や
つ
を
作
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

年
末
の
十
八
日
、
児
童
会
の
選
挙
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
各
役
職
の
立
候
補
者
も
多

く
、
責
任
者
を
含
め
る
と
、
ク
ラ
ス
の
ほ

と
ん
ど
の
児
童
が
、
み
ん
な
の
前
で
意
見

発
表
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分

自
身
の
こ
と
で
な
く
、
学
校
を
良
く
し
、

友
達
と
仲
良
く
す
る
の
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
真
剣
に
考
え
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

「
人
が
役
を
創
り
、
役
が
人
を
創
る
」

の
ご
と
く
、み
な
初
め
て
の
経
験
で
す
が
、

そ
の
役
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
で
、

そ
の
人
自
身
の
潜
在
能
力
を
発
揮
し
、
よ

り
豊
か
な
自
分
自
身
を
創
造
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
児
童
会
役

員
は
、

児
童
会
長
・
五
年
　
池
谷
ま
り
な

同
副
会
長
・
五
年
　
諏
訪
本
　
樹

四
年
　
佐
藤
　
真
也

道志小学校 
（第９号） 
道志小学校 
（第９号） 

十
一
月
十
二
日
に
、
小
中
学
校
合
同
で

芸
術
鑑
賞
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
い
つ
も

は
劇
や
音
楽
等
で
す
が
、
今
年
度
は
「
落

語
・
コ
マ
回
し
・
奇
術
」
を
鑑
賞
し
ま
し

た
。低

学
年
は
、「
じ
ゅ
げ
む
」
と
言
う
落

語
の
出
し
物
の
語
り
口
調
に
興
奮
し
、
会

場
は
低
学
年
の
喝
采
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
ま
た
、
出
演
者
の
中
に
は
「
新
座
頭

市
」
の
映
画
の
中
で
、
同
じ
芸
で
出
演
し

た
人
も
お
り
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

伝
統
の
和
芸
を
通
じ
て
、
日
本
の
文
化

や
言
葉
の
楽
し
さ
不
思
議
さ
を
感
じ
取
れ

た
時
間
で
し
た
。

親
子
料
理
教
室

児
童
会
選
挙

芸
術
鑑
賞
教
室

日
曜
授
業
参
観



平成16年１月１日（８）

道
志
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
（
会
長
・
水
越

三
夫
）
は
、
平
成
十
五
年
十
一
月
十
二
日

山
中
湖
村
内
の
ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
村
内

ゴ
ル
フ
愛
好
者
一
二
〇
名
が
参
加
し
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

村
民
ゴ
ル
フ
大
会
で
は
毎
年
参
加
者
の

協
力
に
よ
り
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
を

設
け
募
金
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今

回
は
十
一
万
三
千
円
の
募
金
が
集
ま
り
、

大
会
終
了
後
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
こ
の
募
金

を
青
少
年
育
成
に
役
立
て
る
た
め
に
今
年

は
道
志
少
林
寺
拳
法
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ

道
志
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
・
道
志
少
林
寺
拳
法
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
贈
る

寄
付
す
る
こ
と
を
全
会
一
致
で
承
認
し
、

過
日
（
平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
五
日
）

水
越
三
夫
会
長
か
ら
道
志
少
林
寺
拳
法
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
（
代
表
　
渡
辺
胆
男
）
へ

贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
ゴ
ル
フ
の
基
本
技
術
や
マ

ナ
ー
の
向
上
、
健
康
意
識
の
高
揚
、
又
村

民
の
親
睦
と
融
和
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
今
回
が
十
三
回
目
の
大
会
で
す
。

今
年
も
十
一
月
に
大
会
を
行
う
予
定
で

す
の
で
、
村
民
皆
様
の
多
く
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

昔なつかしいお正月遊び。凧とコマと
羽根突きと百人一首を楽しみながら交流
を深めましょう。
開催日時：平成16年１月24日（土）

午前10時から午後３時頃
対　　象：どなたでも
開催場所：道志村中央公民館
参 加 費：無料（昼食は持参して下さい）
申込方法：当日会場で受付
問 合 せ：道志村教育委員会

社会教育係（佐藤）

学校週５日制が平成14年度よりスター
トし、道志村では今年度から文化協会将
棋部のメンバーにご協力を頂き、毎月第
３土曜日、午前９時30分より将棋教室を
開催してきております。
将棋教室で培った成果を十分発揮して

みませんか。下記のとおり名人戦を開催
しますので奮ってご参加下さい。
日　時：平成16年１月10日 (土)

午前９時から
場　所：道志村役場　二階会議室
参加対象者 小学生

将棋大会 親子体験学習

冬の五感の集い

水越三夫会長からスポーツ少年団に募金を贈る

少林寺拳法スポーツ少年団と関係者


